








横瀬川ダム建設工事の概要
環境負荷最小限を目指したエコダム

豊かな自然環境との調和を図る取り組み豊かな自然環境との調和を図る取り組み
ポイント１　側水路減勢方式を採用
　　　　　→滝の保全
ポイント２　山林保全措置制度を活用
　　　　　→ダム湖周辺道路を省略
ポイント３　購入骨材を活用
　　　　　→原石山の省略
ポイント４　道路工事に軽量盛土工法等を採用
　　　　　→切土斜面の縮小
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ダム基礎標高　EL.80.4m

最低水位　 EL.108.6m

平常時最高貯水位
　　　　　 EL.131.9m
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最低水位  EＬ.108.6m

基礎標高　　　　　EＬ.80.4m

平常時最高貯水位 EＬ.131.9m
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利水容量　　       3,200,000 ㎥
流水の正常な
機能の維持 2,980,000 ㎥

220,000 ㎥

堆砂容量　　　     300,000㎥

位　置

型　式

堤頂標高 堤体勾配

集水面積

湛水面積

地　質

堤頂長

堤体積

堤　高

（左岸）高知県宿毛市山奈町山田
（右岸）高知県宿毛市山奈町山田

重力式
コンクリート

上流面：鉛直
下流面：1：0.71
砂岩・頁岩及び
砂岩頁岩互層を主体

11.4k㎡

0.4k㎡

EＬ.152.5m

72.1m

188.5m

170,000㎥

けつがん

放流設備
［常用］オリフィスゲート 幅 1.55m×高 1 .8m×2門
［非常用］自由越流堤 幅 6.2ｍ, 6 . 0m, 5 . 0m各 2箇所

（越流水深 4.5m）

洪水調節方式 自然調節方式

水道用水

のみくち

仮排水トンネル（吞口）

はけぐち

仮排水トンネル（吐口）

付替道路（兼工事用道路）

ダム本体 貯水池

管理庁舎

大物川橋

一生原トンネル

新山伏トンネル

県道５０号
有岡川登線

宿毛市

四万十市

山林保全措置制度
対象範囲

付替
道路

残土処理場

骨材ビン バッチャープラント

タワークレーン
砕石場から運ばれた骨材（砂利）は

骨材ビンでストックしました。

骨材をベルトコンベアでバッチャープラント

まで運びコンクリートを製造しました。

バケットに入れた

コンクリートを

タワークレーンで

つり上げ打設、

締固めをしました。

タワー
クレーン

バッチャ－プラント
濁水処理設備

骨材ビン

ダムの目的
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中筋川

流量配分図

磯ノ川
(基準地点 )

（１）洪水調節（中筋川の洪水防御）

（２）流水の正常な機能の維持（３）水道用水の供給  （四万十市）
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